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2006吹田万博国際ふれあいマラソン
～ボランティアスタッフとして～
信保友美
藤田貴文
2006年12月3日（日）、万博記念競技場およ
び万博記念公園を会場に「2006吹田万博国際
ふれあいマラソン」が開催された。この大会
は何千人というランナーが参加する、大規模
な大会であるが、すべてボランティアで成り
立っている。
そこは、学内での擬似的なプログラムでは
得られないような、貢任感や信頻関係の構築
を学ぶ絶好の機会である。昨年、大会主催者
である（財）吹田市健康づくり推進事業団と
関西大学文学部身体運動文化専修が提携した
ことにより、私たちは「給水係」として、こ
の大会に参加することができた。
写真5 給水のシミュレー ション
「給水係」といっても、ただドリンクを置
いておくのではなかった。レースが始まり、
実際に走っているランナーを見ると、どうし
ても直接この手でドリンクを渡し、励ました
いと思った。しかし、それは実際には容易な
作業ではなかった。力加減がわからないため、
ランナーの勢いに負けて、ほとんどのドリン
クをこぼしてしまう。そこで、いろいろ試行
錯誤をし、シミュレーションを重ね、ドリン
クの量を調節することで、持ち方や、放すタ
イミングがわかるようになってきた。慣れて
くると、ランナーに声援を送る余裕を持てる
ようになった。中には、「ありがとう」と返
してくれるランナーもおり、この瞬間、給水
係とランナーとの間に少しばかりの「コミュ
ニケーション」が生まれた。ささいなことで
あっても、人の心と心が通じ合うことに、喜
びを感じた。
この経験を通して、私たちは目的であった
「責任感」や「信頼関係の構築」を少しなが
ら学ぶことができた。この大会は、地域の人々
の協力がなければ、成り立たない。より多く
の学生が参加することによって、このような
地域主体のスポーツイベントが発展し、地域
自体も活性化していくのではないかと思う。
